
備 考

社会福祉学部
【Faculty of Social Welfare】

　社会福祉学科
【Department of Social
Welfare】

健康科学部
【Faculty of Health Sciences】

　　子ども発達学科
【Department of Child
Development】

215

同上

　福祉工学科
【Department of Human Care
Engineering】

　リハビリテーション学科
【Department of
Rehabilitation】

100

4

　　心理学科
【Department of Psychology】

＿

同上

学士
（子ども発達）
【Bachelor of Child
Development 】

4

新
設
学
部
等
の
概
要

平成20年4月
第１年次

学士
（社会福祉学）
【Bachelor of
Social Welfare】

平成20年4月
第１年次

860

愛知県知多郡美浜町
大字奥田字会下前35番6

3年次

1,680

平成20年4月
第１年次

同上

4 平成20年4月
第１年次

＿ 400 学士
（心理学）
【Bachelor of
Psychology】

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

＿100
（70）

120

40 ＿

480

同上

学士
（健康科学）
【Bachelor of
Health Sciences】

学士
（健康科学）
【Bachelor of
Health Sciences】

平成20年4月
第１年次

40

400 40

40

昭和32年4月
第１年次
平成8年4月
第3年次

＿

4

　　スポーツ科学科
【Department of  Sport
Sciences】

4 180 ＿ 720 学士
（スポーツ科学）
【Bachelor of
Sport Sciences】

平成29年4月
第１年次

同上

スポーツ科学部
【Faculty of Sport Sciences】

編入学
定　員

修業
年限

4

　　　　　介護学専攻
【Care Work course】

4

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ  　ﾆﾎﾝﾌｸｼﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

日本福祉大学（Nihon Fukushi University）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　　日本福祉大学

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

事 項

フ リ ガ ナ ﾆﾎﾝﾌｸｼﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

基　本　計　画　書

設 置 者

400
(280)

学士
（健康科学）
【Bachelor of
Health Sciences】

令和3年4月
第１年次

愛知県半田市
東生見町26番2

4

教育・心理学部
【Faculty of Education and
Psychology】

新 設 学 部 等 の 名 称

＿ 160

所　在　地

大 学 の 目 的

　日本福祉大学は、教育基本法と建学の精神「この悩める時代の苦難に身をもって当たり大慈悲心大
友愛心を身に負うて社会の革新と進歩のために挺身する志の人を輩出する」に則り、教育標語「万人
の福祉のために真実と慈愛と献身を」のもと、人間および社会に関する諸科学を総合的に教授研究
し、高潔なる人格と豊かなる思想感情を培い、社会にとって有為な専門家であり、かつ地域社会に貢
献できる人材を養成することを目的とし、広く人類社会の発展に寄与することを使命とする。

収容
定員

同上

＿ 160 学士
（健康科学）
【Bachelor of
Health Sciences】

　　　　　理学療法学専攻
【Physical Therapy course】

基 本 計 画

愛知県知多郡美浜町大字奥田字会下前35番６

開設時期及
び開設年次

160

　　　　　作業療法学専攻
【Occupational Therapy course】

大 学 本 部 の 位 置

　健康科学部福祉工学科は、情報社会科学部を起点として、平成20年度から、工学（情報工学、建築
学）の技術を福祉に応用する教育・研究を展開してきた。情報工学専修では、福祉、医療、リハビリ
テーション等への技術情報を利活用できる技術をもった人材を育成してきた。建築バリアフリー専修
では、福祉建築領域、環境建築領域において実践力を備えた人材を育成する。また、平成30年度の福
祉工学科の両専修の名称変更や時代のニーズの高まりを受け、本学科への志願者数が急増している。
そこで、科目の追加及び収容定員変更を行い、より社会の需要に応じた人材を育成する。
　なお、今回の変更は、大学全体の収容定員増を伴う変更となる。

学位又
は称号

入学
定員

1



5 1 19 36

60

7

(4)

3年次

(11)

昭和51年4月
第１年次

平成27年4月
第1年次

愛知県東海市大田町
川南新田229

4

19

(8)
看護学部　看護学科

新
設
学
部
等
の
概
要

通信教
育課程

1,495
（1,465）

400 4,000

計

800

3年次

44

(112)

112

スポーツ科学研究科スポーツ科学専攻　 (  10)　(令和2年3月認可申請）

助教

44

(15)

(6) (0)

(1) (28)

(6) (23)

(0)

－

(60)

9 8

0

5

(2)

(36)

0

0 7

(10)

(0)

0

(5)

1

0 20

(0)

計

(0) (44)

(44)

(19)

3 12

(0)

(1) (19)

241

100 ＿ 400 学士
（看護学）
【Bachelor of
Nursing】

200 ＿ 800

3年次

経済学部
【Faculty of Economics】

　　看護学科
【Department of Nursing】

同上

学士
（経済学）
【Bachelor of
Economics】

　　医療・福祉マネジメント学科
　　（通信教育）
【Department of Social
Healthcare and Business
Management（distance
education)】

4

4

学士
（福祉経営学）
【Bachelor of
Healthcare
Management】

福祉経営学部
【Faculty of Healthcare
Management】

36

福祉経営学部　医療・福祉マネジメント学科
（通信教育）

2

64

1 0 2

1

3 11

－

0

(0)

0

249

0

(36)

(2) (11) (30)

0

4

（－）

4

(0)

(0)

(2)

(0)

(68)

(2) (5)

0

(9)

(2)

4

4

(7)

7

(4)

(46)

(0)

国際福祉開発学部　国際福祉開発学科

59

6   人      0   人2  人

15 12

(3)

3

0

(7)

0

0

(0)

(3)

(5)

(1) (0)

30

(0)

(4) (0)

0

0 0 3

2 11

(0)

(59)

新

設

分

0 13

11 6 0 6 23 0

(21)

(0)

(13)

16

1 28

社会福祉学部　社会福祉学科
21

0

(74)(6) (2)

(35)

健康科学部　リハビリテーション学科介護学専攻
4 4 0 1

2

(0)

0  人

演習

(14)

(5)

5

既

設

分

(5)

准教授

14  人

平成15年4月
第１年次

平成15年4月
第3年次

愛知県知多郡美浜町
大字奥田字会下前35番6

4 2

講義

(12)
教育・心理学部　心理学科

(6)

教育
課程

―科目

計

― ―科目 ―単位

実験・実習

―科目 ―科目

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

4,000

助手

74  人

(0) (2)

(0) (7)
健康科学部　リハビリテーション学科作業療法専攻

4 0 0 6 10

(4) (0)

健康科学部　リハビリテーション学科理学療法専攻

(4) (4)

教授

(6)

(0) (1)

　　経済学科
【Department of Economics】

  　6 人 

4

卒業要件単位数

80

講師

800 400

通学課
程

40
6,060

（5,940）

開設する授業科目の総数

16

国際福祉開発学部
【Faculty of International
Welfare Development】

　国際福祉開発学科
【Department of International
Welfare Development】

兼 任
教 員 等

専任教員等

看護学部
【Faculty of　Nursing】

新設学部等の名称

学　部　等　の　名　称

学士
（国際福祉開発学）
【Bachelor of
International
Welfare
Development】

平成20年4月
第１年次

同上

(4)

計

健康科学部　福祉工学科

109

合　　　　計

(12) (0)

スポーツ科学部　スポーツ科学科

経済学部　経済学科
12 4

(9) (0) (20)

35

(8) (0)

0

9

0 2 08

(4)

(0)

＿ 320

5

0

0

(110) (64)

110 68

68

全学教育センター

(249) （－）(4)

(12) (4) (0) (0)

(1) (0) (3)

計
(109)

(8)(5)

5 8

(3)

2

－

（－）

5

(241)

(0)(1)

(68)

(2)

教

員

組

織

の

概

要

(11)

1

(1)

11

(0)(16)

(16)

46

(11)

スポーツ科学センター

教育・心理学部　子ども発達学科

4

2



大学全体

私立大学等経常費補助金、資金運用・事業収入等を充当する。

経済学部
国際福祉開発学部

0　㎡

第４年次

16,500千円

0　㎡

(0)

58,263.63　㎡

（　　　　0　㎡）

電子ジャーナル

種

（5,010〔1,170〕）

550千円

0

〔うち外国書〕

（補助職員　0人）

点 点

101 室

0　㎡

学術雑誌

（78,969.05 ㎡）

17,516千円

開設前年度 第５年次 第６年次

2

0

標本機械・器具

大学全体

1

0

(36)

演習室

(0)

計

(145)

語学学習施設

(0)

0

(2)

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

校　　　舎

202千円

第３年次

実験実習室

専　　用

147 室

兼　　任

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

職　　　種

175,697.85　㎡

(0)

社会福祉学部
教育・心理学部

運 動 場 用 地

事 務 職 員

専　　任

(0)

(1)

175,697.85　㎡

35,892.68　㎡

140   　　人

0

(0)

(0)

0

142

233,961.48　㎡

(147)

0　㎡

そ の 他 の 職 員

視聴覚資料
〔うち外国書〕

0　㎡

(37)

(109)

0　㎡

0

30　     　人110　    　人

(0)

（7,378〔5,939〕） (0)(32,739)

7,378〔5,939〕

5,184.56 ㎡

合 計

共　　用

78,969.05　㎡

教室等

（78,969.05 ㎡）

講義室

132室

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

区　　　分

図書

58,263.63　㎡

室　　　数

計

情報処理学習施設

共用する他の
学校等の専用

専　　用

0

(1)

1

33,039

共用する他の
学校等の専用

0　㎡

（補助職員30人）

78,969.05　㎡

13 室

111

(110)

（586,843〔112,662〕）

7,378〔5,939〕

7,378〔5,939〕

0　㎡

5,010〔1,170〕　

0　室

269,854.16　㎡

0　㎡

0　㎡

233,961.48　㎡

室

5,010〔1,170〕　

計

小 計

そ の 他 35,892.68　㎡

0

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

（586,843〔112,662〕）

905席
図書館

（5,010〔1,170〕）
計

面積

(32,739)

33,039

0　㎡

体育館以外のスポーツ施設の概要

体育館

面積

3,718.29 ㎡

区　分

新設学部等の名称

経費
の見
積り

専 任 教 員 研 究 室
　　　　　　　　大学全体

(0)

球技場、野球場、アーチェリー場、屋内練習場、武道場、プール（1施設）、ト
レーニング室（1施設）、テニスコート（4面＋2面）

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

0

〔うち外国書〕

第２年次第１年次

点

607,843〔112,662〕

校
　
　
地
　
　
等

図
書
・
設
備

1,035千円

スポーツ科学部
スポーツ科学科

健康科学部
リハビリテーション学
科
理学療法学専攻
作業療法学専攻

スポーツ科学部
スポーツ科学科

看護学部
看護学科

健康科学部
リハビリテーション学
科
介護学専攻
福祉工学科

社会福祉学部
教育・心理学部

1,850千円

スポーツ科学部
スポーツ科学科

健康科学部
リハビリテーション学
科
理学療法学専攻
作業療法学専攻

1,570千円

社会福祉学部
教育・心理学部

1,025千円

経済学部
国際福祉開発学部

1,035千円

―千円

―千円

―千円

―千円

―千円

計

16,500千円

経済学部
国際福祉開発学部

1,235千円

14,256千円

48,000千円

校 舎 敷 地

冊

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金

232千円 202千円

第１年次 第２年次

看護学部
看護学科

1,770千円

健康科学部
リハビリテーション学
科
介護学専攻
福祉工学科

1,570千円

共　　用

31

（　　　　0　㎡）

788,625 冊

607,843〔112,662〕

0　㎡

269,854.16　㎡

1,210千円

看護学部
看護学科

1,650千円

1,210千円

1,650千円

　　　大学全体

1,650千円

健康科学部
リハビリテーション
学科
介護学専攻
福祉工学科

196

経済学部
国際福祉開発学部

健康科学部
リハビリテーション
学科
理学療法学専攻
作業療法学専攻

202千円

1,375千円

1,570千円

新設学部等の名称

―千円

―千円

―千円

―千円

―千円

―千円

―千円

―千円

―千円

福祉経営学部
（通信教育）

福祉経営学部
（通信教育）

福祉経営学部
（通信教育）

福祉経営学部
（通信教育）

スポーツ科学部
スポーツ科学科

1,210千円1,410千円

1,025千円

1,035千円

1,225千円

健康科学部
リハビリテーション学
科
介護学専攻
福祉工学科

1,025千円

健康科学部
リハビリテーション学
科
理学療法学専攻
作業療法学専攻

　大学全体

図書費には
電子ジャーナ
ル・データベー
スの整備費
(運用コスト含
む)を含む。

―千円

―千円

―千円

―千円

―千円

―千円

―千円

―千円

550千円

16,500千円

48,000千円

484,557千円

看護学部
看護学科

第４年次

1,175千円 1,175千円 1,175千円

社会福祉学部
教育・心理学部

16,500千円

48,000千円

13,751千円

第５年次 第６年次

48,000千円

51,251千円

第３年次

550千円

48,000千円

550千円

3



・令和元年度
より定員変更

・令和2年度より
開設

所　在　地

同　上

同　上

愛知県東海市大田町
川南新田229

愛知県知多郡美浜町
大字奥田字会下前35番6

愛知県東海市大田町
川南新田229

愛知県半田市東生見町
26番2

同　上

同　上

同　上

愛知県知多郡美浜町
大字奥田字会下前35番6

同　上

愛知県東海市大田町
川南新田229

同　上

愛知県知多郡美浜町
大字奥田字会下前35番6

同　上

・令和元年度
より定員変更

   国際社会開発専攻
   博士課程(通信教育)

3 4 － 12
博士
(開発学)

0.50 平成19年度

3年次 1.00

   社会福祉学科 4 400 40 1,680 学士
(社会福祉学)

1.00

 経済学部

同　上

同　上

同　上

同　上

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 　　　　日本福祉大学

学 部 等 の 名 称
修業年

限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

年 人 年次
人

人 倍

 社会福祉学部

－ 800 学士
(経済学)

0.97 昭和51年度

0.97

      理学療法学専攻 4 40 －

昭和32年度

 健康科学部 1.08

　 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 1.04

   経済学科 4 200

160 学士
(健康科学)

1.21 平成20年度

      作業療法学専攻 4 40 － 160 学士
(健康科学)

1.12 平成20年度

      介護学専攻 4 40 － 160 学士
(健康科学)

0.78

   福祉工学科 4 70 － 280 学士
(健康科学)

1.15 平成20年度

平成20年度

 教育・心理学部 0.91

   子ども発達学科 4 215 － 790 学士
(子ども発達)

0.90 平成20年度

   心理学科 4 100 － 470 学士
(心理学)

0.94 平成20年度

 国際福祉開発学部

   国際福祉開発学科 4 80 － 320 学士
(国際福祉開発学)

0.90 平成20年度

0.90

看護学部 1.03

   看護学科 4 100 － 400 学士
(看護学)

1.03 平成27年度

スポーツ科学部 1.06

   スポーツ科学科 4 180 － 720 学士
(スポーツ科学)

1.06 平成29年度

   心理臨床専攻修士課程 2

学 部 等 の 名 称
修業年

限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

修士
(心理臨床)

－ 20

 福祉経営学部 3年次 0.80

   医療・福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科
　（通信教育）

4 800 400 4,000 学士
(福祉経営学)

0.80 平成15年度

　日本福祉大学大学院大 学 の 名 称

愛知県名古屋市中区
千代田五丁目22番35号

所　在　地

博士
(社会福祉学)

1.20

 福祉社会開発研究科

   社会福祉学専攻修士課
   程(通信教育)

2 30 － 60
修士
(社会福祉学)

1.20

1.05

2 － 6
博士
(福祉経営)

 医療・福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科 0.85

   医療・福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻
   修士課程

2 30 － 60

25 － 50
修士
(開発学)

0.74 平成14年度

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

年 人 年次
人

人 倍

10

平成16年度

修士
(医療・福祉マネジメ
ント)

0.85

 国際社会開発研究科

平成21年度

平成15年度

 社会福祉学研究科 1.16

附属施設の概要 　なし

   看護学研究科
　 看護学専攻修士課程

2 10 － 10
修士
(看護学)

-

0.33 平成19年度

0.87

   社会福祉学専攻博士課程 3 8 － 24

令和2年度

平成19年度

   福祉経営専攻博士課程 3

既
設
大
学
等
の
状
況

0.74

   国際社会開発専攻
   修士課程(通信教育)

2

4



 スポーツ科学研究科 研究科の設置

学校法人日本福祉大学　設置認可等に関わる組織の移行表

令和２年度 入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和３年度 入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

日本福祉大学 日本福祉大学

社会福祉学部 ３年次 社会福祉学部 ３年次

　社会福祉学科 400 40 1,680 　社会福祉学科 400 40 1,680

経済学部 経済学部
　経済学科 200 - 800 　経済学科 200 - 800

健康科学部 健康科学部
　リハビリテーション学科 　リハビリテーション学科
　　理学療法学専攻 40 - 160 　　理学療法学専攻 40 - 160
　　作業療法学専攻 40 - 160 　　作業療法学専攻 40 - 160
　　介護学専攻 40 - 160 　　介護学専攻 40 - 160
　福祉工学科 70 - 280 　福祉工学科 100 - 400 収容定員増

（認可申請）

教育・心理学部 教育・心理学部
　子ども発達学科 215 - 860 　子ども発達学科 215 - 860

　心理学科 100 - 400 　心理学科 100 - 400

国際福祉開発学部 国際福祉開発学部
　国際福祉開発学科 80 - 320 　国際福祉開発学科 80 - 320

福祉経営学部 ３年次 福祉経営学部 ３年次

　医療・福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 800 400 4,000 　医療・福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 800 400 4,000
　（通信教育） 　（通信教育）

看護学部 看護学部

スポーツ科学部 スポーツ科学部

　看護学科 100 - 400 　看護学科 100 - 400

　スポーツ科学科 180 - 720 　スポーツ科学科 180 - 720

計 2,265 440 9,940 計 2,295 440 10,060
３年次 ３年次

　 日本福祉大学大学院 日本福祉大学大学院

社会福祉学研究科 社会福祉学研究科
　社会福祉学専攻修士課程 30 - 60 　社会福祉学専攻修士課程 30 - 60
　（通信教育） 　（通信教育）
　心理臨床専攻修士課程 10 - 20 　心理臨床専攻修士課程 10 - 20
　 　
国際社会開発研究科 国際社会開発研究科
　国際社会開発専攻修士課程 25 - 50 　国際社会開発専攻修士課程 25 - 50
　（通信教育） 　（通信教育）

医療・福祉マネジメント研究科 医療・福祉マネジメント研究科
　医療・福祉マネジメント専攻 30 - 60 　医療・福祉マネジメント専攻 30 - 60
　修士課程 　修士課程
　 　
福祉社会開発研究科 福祉社会開発研究科
　社会福祉学専攻博士課程 8 - 24 　社会福祉学専攻博士課程 8 - 24
　福祉経営専攻博士課程 2 - 6 　福祉経営専攻博士課程 2 - 6
　国際社会開発専攻博士課程 4 - 12 　国際社会開発専攻博士課程 4 - 12
　（通信教育） 　（通信教育）

看護学研究科 看護学研究科

　看護学専攻修士課程 10 - 20 　看護学専攻修士課程 10 - 20

　スポーツ科学専攻修士課程 10 20 （認可申請）

計 119 - 252 計 129 - 272
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1前 1 〇 兼3
1後 1 〇 兼3
1前 2 〇 兼1

社会学 1前 2 〇 兼1
1前 2 〇 兼1

憲法 1後 2 〇 兼1 集中
倫理学 1後 2 〇 兼1
健康科学概論 1前 1 〇 1 兼6
自然科学概論 1後 2 〇 1
情報処理演習 1前 2 〇 兼2
スポーツと健康Ⅰ　 1前 1 〇 兼2
スポーツと健康Ⅱ 1後 1 〇 兼2
こころとからだ 1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
日本福祉大学の歴史 1後 2 〇 兼1 オンデマンド

1前 2 〇 兼1
ろう文化と手話 1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
聴覚障害者の理解と支援 1前 1 〇 兼1 オンデマンド

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
1後 4 〇 兼1
2後 2 〇 兼1 オンデマンド
2後 2 〇 兼1 オンデマンド

ふくしフィールドワーク実践 3後 2 〇 兼1
3後 1 〇 1
－ 2 43 — 1 1 0 0 0 兼34
1前 2 〇 1 兼1
1後 2 〇 1
1後 2 〇 1

情報数学Ⅰ 1後 2 〇 1
1前 2 〇 兼1

情報工学入門 1前 2 〇 1
1前 2 〇 1

情報処理 1後 2 〇 1
2後 2 〇 兼1

健康情報演習A 2前 2 〇 1
2後 2 〇 1

論理回路 2前 2 〇 1
2前 2 〇 1

社会調査法 3前 2 〇 兼1
－ 2 26 — 3 2 0 2 0 兼4
1後 2 〇 1

介護福祉論 1前 2 〇 兼2
コンピュータシステムⅠ 1後 2 〇 1
プログラミング演習Ⅰ 1前 2 〇 1
プログラミング演習Ⅱ 1後 2 〇 1
障害者福祉論 2前 2 〇 兼1
地域福祉論Ⅰ 2前 2 〇 兼1
力学基礎 2前 2 〇 1
コンピュータシステムⅡ 2前 2 〇 1
データ構造とアルゴリズムⅠ 2前 2 〇 1
リハビリテーション工学 2後 2 〇 1
オブジェクト指向プログラミング演習 2前 2 〇 1
データベース 2後 2 〇 1
システム設計論 2後 2 〇 1
情報ネットワーク 2前 2 〇 1
福祉用具演習 2前 1 〇 1
身体機能リハビリテーション 2前 2 〇 1
認知機能リハビリテーション 2後 2 〇 1
福祉用具市場の理解 2後 2 〇 1 兼2
医療システム開発演習 2後 2 〇 1
Webプログラミング演習 2後 1 〇 1
情報アクセシビリティ 2後 2 〇 1
情報セキュリティ 2後 2 〇 1
人工知能Ⅰ 2後 2 〇 1
データ構造とアルゴリズムⅡ 3前 2 〇 1

基礎演習

確率統計学演習

小計（　14科目）

健康情報演習B

専
門
科
目

福祉社会入門

視覚障害者支援論

情報数学Ⅱ

国際コミュニケーションⅠ

国際理解

情報英語

リハビリテーション論

経済学

ふくしと減災コミュニティ
知多半島のふくし

ふくしとフィールドワーク

小計（　25科目）
基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ

【添付資料】
別記様式第２号（その２の１）

専
門
基
礎
科
目

総
合
基
礎
科
目

授業形態

－

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

国際コミュニケーションⅡ

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（健康科学部福祉工学科情報工学専修）

配当年次

地震と減災社会

心理学

福祉用具論

専任教員等の配置

医学一般Ⅰ（からだのしくみ）

授業科目の名称 備考

単位数
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【添付資料】
別記様式第２号（その２の１）

授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（健康科学部福祉工学科情報工学専修）

配当年次

専任教員等の配置

授業科目の名称 備考

単位数

マルチメディア 3前 2 〇 1
キャリア開発 3前 2 〇 兼1
高齢者福祉論 3前 2 〇 兼1
組込みプログラミング演習 3後 1 〇 1
生体情報とバイオメカニクス 3前 2 〇 1
リハビリテーションシステム 3後 2 〇 1
マルチメディア演習 3前 1 〇 1
ＣＡＤ演習Ⅰ 3前 1 〇 1
ＣＡＤ演習Ⅱ 3前 1 〇 1

3後 2 〇 1 2
住環境整備・住宅関連機器 3前 2 〇 1
健康情報実験 3後 1 〇 1
生活支援機器演習 3前 1 〇 1
生活と情報技術 3後 2 〇 1
福祉用具プランニング演習Ⅰ 3後 1 〇 1
福祉用具プランニング演習Ⅱ 3後 1 〇 兼1
健康情報総合演習I 3前 1 〇 1
健康情報総合演習II 3後 1 〇 1

3前 1 〇 1
キャリア研究 3前 2 〇 兼1
人工知能Ⅱ 3前 2 〇 1
卒業研究Ⅰ 3通 4 〇 3 2
卒業研究Ⅱ 4通 4 〇 3 2

－ 8 79 — 3 2 0 2 0 兼8
情報技術Ⅰ — 2 — —
情報技術Ⅱ — 2 — —
情報技術Ⅲ — 2 — —
情報技術Ⅳ — 2 — —
キャリア形成Ⅰ — 2 — —
キャリア形成Ⅱ — 2 — —
キャリア形成Ⅲ — 2 — —
キャリア形成Ⅳ — 2 — —
インターンシップⅠ — 1 — —
インターンシップⅡ — 2 — —

－ — — 19 0 0 0 0 0 0

2前/後 2 〇 兼1 オンデマンド

－ 2 0 0 0 0 0 兼1

－ 12 148 19 3 2 0 2 0 兼44

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

自
由
科
目
※

要
卒
単
位
に

は
含
ま
な
い

社会学・社会福祉学関係，工学関係学位又は学科の分野学位又は称号 学士（健康科学）

単
位
認
定
科
目
※

－

小計（　10科目）

－

福祉工学科
総合基礎科目 10単位以上
専門基礎科目・専門科目 80単位以上
総合基礎科目と専門基礎科目・専門科目
あわせて計124単位以上を修得しなければならない。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

2学期

15週

90分

※単位認定科目在学
中に指定資格を取

得、またはインター
ンシップ先を自己開
拓し、一定の要件を
満たした場合に本人
の申請により大学で
修得した単位として
認定する科目のこと

合計（　87科目単位認定科目除く）

小計（　1科目）

－

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

－小計（　48科目）

専
門
科
目

ビジネススキル

業界研究

情報工学実験



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 〇 兼3
1後 1 〇 兼3
1前 2 〇 兼1

社会学 1前 2 〇 兼1
1前 2 〇 1

憲法 1後 2 〇 兼1 集中
倫理学 1後 2 〇 兼1
健康科学概論 1前 1 〇 1 兼6
自然科学概論 1後 2 〇 兼1
情報処理演習 1前 2 〇 兼2
スポーツと健康Ⅰ　 1前 1 〇 兼1
スポーツと健康Ⅱ 1後 1 〇 兼1
こころとからだ 1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
日本福祉大学の歴史 1後 2 〇 兼1 オンデマンド

1前 2 〇 兼1
ろう文化と手話 1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
聴覚障害者の理解と支援 1前 1 〇 兼1 オンデマンド

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
1後 4 〇 兼1
2後 2 〇 兼1 オンデマンド
2後 2 〇 兼1 オンデマンド

ふくしフィールドワーク実践 3後 2 〇 兼1
－ 2 42 — 1 1 0 0 0 兼32
1前 2 〇 兼2
1後 2 〇 兼1
1後 2 〇 兼1
1前 2 〇 兼1

建築デザイン入門 1前/後 2 〇 1 1
1前/後 2 〇 1 1
2前 2 〇 1
3前 2 〇 兼1
－ 2 14 — 1 1 0 2 0 兼5
1後 2 〇 兼1

介護福祉論 1前 2 〇 兼2
建築計画Ⅰ 1後 2 〇 1
建築図学 1前 2 〇 兼1
建築製図演習 1後 4 〇 1
建築学概論 1前 2 〇 1 2 2
建築材料Ⅰ 1前 2 〇 1
障害者福祉論 2前 2 〇 兼1
地域福祉論Ⅰ 2前 2 〇 兼1
建築ユニバーサルデザイン論 2後 2 〇 兼1
建築人間工学 2前 2 〇 1
建築デザイン表現演習 2前 2 〇 1
建築材料Ⅱ 2後 2 〇 1
建築構造力学 2前 2 〇 1
建築構造力学応用 2後 2 〇 1
建築測量実習 2後 2 〇 兼1 集中
建築ＣＡＤ演習 2後 2 〇 1
環境政策論 2後 2 〇 1
建築法規 2前 2 〇 1
生態学概論 2後 2 〇 兼1
建築計画Ⅱ 2前 2 〇 1
建築設計演習Ⅰ 2前 4 〇 1
建築設計演習Ⅱ 2後 4 〇 1
建築生産 2後 2 〇 兼1
都市計画論 2後 2 〇 1
エコロジカル建築 2前 2 〇 1
都市景観生態学 2後 2 〇 兼1
キャリア開発 3前 2 〇 1
高齢者福祉論 3前 2 〇 兼1
森林保護学 3後 2 〇 1
福祉住環境計画 3前 2 〇 1
建築設備 3後 2 〇 兼2
建築一般構造 3前 2 〇 1

3後 2 〇 1
建築環境工学 3前 2 〇 兼1

授業科目の名称

小計（　8科目）

国際コミュニケーションⅠ

ふくしとフィールドワーク
国際理解

リハビリテーション論

心理学

社会調査法

【添付資料】
別記様式第２号（その２の１）

専
門
基
礎
科
目

総
合
基
礎
科
目

授業形態

－

－

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

国際コミュニケーションⅡ

教 育 課 程 等 の 概 要

基礎数学Ⅰ

専任教員等の配置

配当年次

（健康科学部福祉工学科建築バリアフリー専修）

地震と減災社会

備考

経済学

科目
区分

福祉社会入門

視覚障害者支援論

単位数

ふくしと減災コミュニティ
知多半島のふくし

基礎数学Ⅱ

小計（　24科目）

医学一般Ⅰ（からだのしくみ）

環境建築入門
確率統計学演習

専
門
科
目

福祉用具論

建築一般構造応用
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授業科目の名称

【添付資料】
別記様式第２号（その２の１）

授業形態

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

専任教員等の配置

配当年次

（健康科学部福祉工学科建築バリアフリー専修）

備考
科目
区分

単位数

エコロジカル建築設計演習 3前 4 〇 1
福祉環境設計演習 3後 4 〇 1
環境経済学 3前 2 〇 1
建築防災計画 3前 2 〇 1
ビオトープ計画施工演習 3後 4 〇 1
環境分析評価演習 3後 2 〇 1
造園学 3後 2 〇 兼4 集中
都市緑化論 3前 2 〇 1

3後 2 〇 1
キャリア研究 3前 2 〇 1
卒業研究Ⅰ 3通 4 〇 2 2 1
企業・行政研究 4前 2 〇 1
卒業研究Ⅱ 4通 4 〇 2 2 1
ビオトープ研究 4前 2 〇 兼1 集中

－ 8 106 — 3 2 0 2 0 兼17

情報技術Ⅰ — 2 — —
情報技術Ⅱ — 2 — —
情報技術Ⅲ — 2 — —
情報技術Ⅳ — 2 — —
キャリア形成Ⅰ — 2 — —
キャリア形成Ⅱ — 2 — —
キャリア形成Ⅲ — 2 — —
キャリア形成Ⅳ — 2 — —
インターンシップⅠ — 1 — —
インターンシップⅡ — 2 — —

－ — — 19 0 0 0 0 0 0

2前/後 2 〇 兼1 オンデマンド

－ 2 0 0 0 0 0 兼1

－ 12 162 19 3 2 0 2 0 兼53

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

※単位認定科目在学中に
指定資格を取得、または
インターンシップ先を自
己開拓し、一定の要件を
満たした場合に本人の申
請により大学で修得した
単位として認定する科目
のこと

－

小計（　10科目）

社会学・社会福祉学関係，工学関係

－

小計（　50科目）

福祉工学科
総合基礎科目 10単位以上
専門基礎科目・専門科目 80単位以上
総合基礎科目と専門基礎科目・専門科目あわせて計124単位以
上を修得しなければならない。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

学士（健康科学）

自
由
科
目
※
要

卒
単
位
に
は
含

ま
な
い

2学期

ビジネススキル

15週

90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

小計（　1科目）

－

－

単
位
認
定
科
目
※

環境共生のまちづくり

学位又は称号

合計（82科目※単位認定科目除く）

授業期間等

専
門
科
目

学位又は学科の分野


